
（ ） （ ）新規事業用 様式 4-2
投資事業評価調書（新規）

記入責任者職氏名 農地整備課長
部課室名 農地整備課 杉本 修一郎 内線 4003

（担当者氏名） （安國 庫生） （ ）4016

事 業 名 事 業 区 間 総 事 業 費
事業種目 農道

基盤整備促進事業 山田の里地区 １９９ 百万円
(一般型)

所 在 地 着工予定 完成予定
年 度 年 度

小野市山田町 １ １3 5

事 業 の 目 的 事 業 内 容

本事業により農道を舗装することにより、軟弱 農道舗装 Ｌ＝１１，２７１ｍ
野菜等の品質向上を図り、安定した農業の確立に 全幅Ｗ＝４．０～３．０ｍ
寄与する。 車道Ｗ＝３．０～２．５ｍ
小野市に対して、補助していく。

事業主体：小野市

評価視点 評価結果の説明

( )必要性 ① １０ａ当たりの年効果額４５千円／１０ａである。1
② 区画整理事業完了後（土地総山田の里Ｈ元～７ Ａ＝５２９ｈａ）.
イチゴ、トマト、なすの作付けが増加したことから、市場価値を高める
ため農道舗装を行い、荷傷み防止による品質向上を図る。
③農産物輸送時間の短縮を図り、農村社会生活の環境改善を図る。

( )有効性・効率性 ① 投資効率 であり事業としての効果は十分期待でき､農家負担の償2 1.14
還についても可能である｡
② 同意率 １００％（７５／７５）

( )環境適合性 ① 舗装工事にあたっては、再生合材を利用し、資源の有効利用を図る。3

( )優先性4

評 左
価 の
の 着手妥当 理 審査の結果、事業着手が妥当と認められた。
結 由
果


